
第一三回 

参第一五号 

戦争宣伝等禁止法（案） 

（目的） 

第一条 この法律は、戦争の放棄を規定する日本国憲法の精神に則り、わが国における戦

争の気運又は軍国主義的傾向を生じさせ又は助長するための宣伝及び戦争を行つている

外国の軍務に服させるための日本国民の募集等を禁止し、もつてわが国及び国際社会の

平和と安全の確保に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第二条 この法律において「戦争」とは、国際紛争を解決する手段としての戦争、武力に

よる威嚇及び武力の行使をいう。 

（罪） 

第三条 わが国における戦争の気運又は軍国主義的傾向を生じさせ又は助長する目的をも

つて、言論により、印刷物、プラカードその他の文書図画により、演劇、映画その他の

興行により、放送による等いかなる手段方法によるかを問わず、不特定又は多数の者に

対し、左の各号の一に該当する行為をした者は、十年以下の懲役若しくはしくは禁こ
、
又

は二十万円以下の罰金に処する。 

 一 わが国に対する他国よりの侵略の脅威又は特定国間の戦争の危機につき、虚偽又は

誇大の宣伝をする行為 

 二 特定の一国が他国に対し戦争を行い又は戦争のため原子兵器その他の大量殺りく
、、

の

効果をもたらす兵器を使用することが、国際的又は国内的問題の解決策として、正当

であり、必要であり、又は避け難いものであることを宣伝し、又は鼓吹する行為 

第四条 示威運動その他の集団的行動により、多衆の威力を示し、又は多衆の気勢を挙げ

て、前条の罪を犯した者は、左の区別に従つて処断する。 

一 主謀者は、二年以上の有期の懲役又は禁こ
、
に処する。 

 二 他人を指揮し、又は他人に率先して勢を助けた者は、一年以上十年以下の懲役又は

禁こ
、
に処する。 

 三 付和随行した者は、五万円以下の罰金に処する。 

第五条 戦争を行つている外国の軍務に服させる目的をもつて、日本国民を募集した者は、

十年以下の懲役若しくは禁こ
、
又は二十万円以下の罰金に処する。 

２ 不特定又は多数の日本国民に対し、前項の軍務に服することを勧誘した者は、五年以

下の懲役若しくは禁こ
、
又は十万円以下の罰金に処する。 

（併科） 

第六条 第三条又は前条の罪を犯した者には、情状により、懲役若しくは禁こ
、
及び罰金を

併科することができる。 

（未遂） 



第七条 第三条、第四条第一号及び第二号並びに第五条第一項の未遂罪は、罰する。 

（予備） 

第八条 第四条の罪の予備をした者は、五年以下の懲役若しくは禁こ
、
又は十万円以下の罰

金に処する。 

（日本国民の国外犯） 

第九条 この法律は、日本国外においてこの法律に定める罪を犯した日本国民にも、適用

する。 

（外国人の国外犯） 

第十条 この法律は、日本国外において左に掲げる罪を犯した外国人にも、適用する。 

一 日本国を当事国とする戦争又は日本国に対する侵略の脅威に係る第三条若しくは第

四条の罪又はこれらの罪に係る第七条若しくは第八条の罪 

二 第五条の罪又は同条第一項の罪に係る第七条の罪 

附 則 

この法律は、公布の日から起算して六十日を経過した日から施行する。 



     理 由 

 戦争の放棄を規定する日本国憲法の精神に則り、戦争又は戦争のための特定の兵器の使

用がわが国及び国際社会の平和及び安全を破壊し、且つ、人類に重大な惨禍をもたらすも

のであることにかんがみ、わが国における戦争の気運又は軍国主義的傾向を生じさせ又は

助長するための宣伝及び戦争を行つている外国の軍務に服させるための日本国民の募集等

を禁止する必要がある。これが、この法律案を提出する理由である。 


